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１．研究計画の概要 
 世界有数の規模を持つ南米パタゴ
ニア氷原を対象として、氷河変動のメ
カニズムを解明し、地形調査と年代測
定試料により北パタゴニア氷原周辺
の完新世の古環境を復元する。 
 具体的な目的は次の 5 項目である。
（1）北パタゴニア氷原の最北に位置
するリオ・エクスプロラドーレス、リ
オ・ノルテからトランキーロ湖を経て
プエルト・リオ・トランキーロに至る
東西に横断する谷の古環境、特に完新
世の環境の復元を、かつてこの谷に流
れ込んでいたエクスプロラドーレス
氷河とグロッセ氷河の変動との関連
で試みる。（２）北パタゴニア氷原バ
ケール川流域およびラゴ・ヘネラルカ
レーラおよびラゴ・コクラン周辺の完
新世の環境変動の解明と氷河変動と
の関係。（３）南パタゴニア氷原の東
側に位置するペリート・モレーノ氷河
の動態解析と短期の前進・後退の繰り
返しのメカニズムの解明。（４）南北
パタゴニア氷原の近年の氷河変動の
モニターの継続。（５）海底堆積物コ
アから見たパタゴニア氷原変動の解
明。 
 
２．研究の進捗状況 
 目的（１）に対しては、谷の現地調
査ならびに空撮により、詳細な氷河地
形分布図の作成が可能となっている。
これと試料の年代測定に基づき、完新
世の環境変動を考察しつつある。 
 当初予定していた北パタゴニア氷

原の涵養域でのボーリングはロジステ
ィクスと費用の点で不可能となった。ま
た、デルタや湖水の堆積物ボーリングも
予測していたのとは全く異なったデー
タであった。これに基づき、目的の一つ
を北パタゴニア氷原のバケール川流域
の完新世の環境変化に修正した（上記目
的（２））。2006 年から 2008 年までそれ
ぞれ 1 ヶ月程度、計 4 回の現地調査で、
湖に沿って 3 段ないしは 4 段のデルタ/
ファン段丘が認められた。これらの段丘
形成時期（後氷期）から、環境変化の概
略が判明した。目的（３）に向けての氷
河流動観測、気象観測、カービング観測
は継続して行っており、その間に氷河が
前進して湖をブロックしたが、氷河の前
進とこれらの観測データとの対応はい
まのところ見いだせていない。目的（４）
に沿って毎年空撮が行われており、取得
された衛星データとともに溢流氷河の
変動は順調にモニターされている。目的
（５）では 2009 年 3 月から 4 月にかけ
て、観測船「みらい」によりパタゴニア
沖で海底堆積物が採集された他、パタゴ
ニア氷原の排水河川が流入しているペ
ーナス湾内の海底地形もマッピングし
た。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。3 年間
の現地調査を終えた現時点では、当初の
目的および修正した目的に沿った成果
が概ね挙げられている。氷河変動のモニ
ターは順調である。短期での氷河変動メ
カニズム解明の為のデータは継続して
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取られており、これを解析することに
より、新たな知見が得られることが期
待される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 データを継続して取ることに加え、
今まで調査・観測したデータを解析し
て、目的である氷河変動のメカニズム
に対する新たな知見を見いだす。目的
（１）：基礎的なデータはほぼ取得さ
れたので、今後、解析・解釈を行い、
リオ・ノルテ、リオ・エクスプロラド
ーレスの谷の環境変動を考察する。目
的（２）：現地の地形調査で得られた
完新世の環境に対する知見と年代測
定を使い、空中写真判読により広域化
して、バケール川流域の古環境を北パ
タゴニア氷原の変動と絡めて復元す
る。目的（３）：ペリート・モレーノ
氷河での流動観測、気象観測、末端変
動（ダムアップ）から短期の前進・後
退のメカニズムを考察する。目的
（４）：2006〜2009 年の空撮写真と衛
星データを併用して北氷原の溢流氷
河の変動を抽出し、地球温暖化との関
連で変動を議論する。目的（５）：海
底堆積物コアの層序学的解析および
同位体分析を通じて、氷期の河川流出
フラックスを見積もる。 
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